
 

1. 背景と目的、分析方法 

背景 

➀筑波大学周辺で大震災のリスクが高く、東日本大震

災と同程度の震度 6 弱が 30 年以内に 66.2%の確立で

起こるとされている。 

→いつ起こるか分からない 

➁授業期間中に大地震が起これば東日本大震災より

も被害や混乱を招く恐れがある。 

→適切な避難行動の提案の必要性 

③若者は他の年代に比べて防災意識が低い。特に筑波

大生は一人暮らしが多く、災害対策しづらい恐れがあ

る 

④流動人口データの避難行動への活用の可能性 

目的 

日中と夜間それぞれについて、災害が発生した際の筑

波大生の動向（避難する場所、経路、帰宅方法…）を

調査し、筑波大生の防災意識を分析することで、災害

の混乱や物資の不足、交通麻痺のなかで筑波大生の適

切な避難方法を提供する。 

分析方法 

・災害が発生した際の各組織の対応 

→つくば市役所、大学へのヒアリング調査 

・災害発生時の筑波大生の行動分析 

→都市計演習履修者を対象としたプレアンケート 

・災害時に避難、情報共有する場所と普段生活する場

所の相関の有無 

→GIS を用いた日中の筑波大生の行動分析 

 

 

 

2. 調査 

2-1. ヒアリング調査 

筑波大学、およびつくば市で考えられている地震発生

時の対応や、過去の事例等を含めた２者間の連携を調

べるためにヒアリング調査を実施した。（詳細は下表） 

第 1 回 

調査日時 2023/10/23 14:00~15:00 

場所 筑波大学本部アネックス棟 1F 会議室 

調査人数 ・インタビュー：相楽、録田 

・記録：阿比留 

調査形式 質問票をもとにしたインタビュー形式 

回答者 筑波大学 リスク・安全管理課リスク管

理係 中山 美佳様 

内容 

１．筑波大学が考えている災害への対応 

大学では各エリアに複数の倉庫を設け水・避難所開

設に必要なものを用意。なお物資の量については不

透明で大学外の人間の避難者は想定していない。 

２．東日本大震災の際の影響と後の対応 

3.11 の際、大学は春季休業中であり、停電や断水が

あった。職員は、前日に避難訓練があり迅速な対応

ができた。アパート在住の学生が不安になり学内に

避難してきた。避難経路は各エリアの支援室ごとに

作成され、存在しないエリアも。避難の際はエレベ

ーターの停止、外階段の使用等の注意が必要。夜間

は職員の緊急参集要因が定められており対応可能。 

３．一次避難後の対応 

中央図書館・春日エリアに帰宅困難者用の物資が保

管されている。 

 



第 2 回 

調査日時 2023/10/23 16:00~17:00 

場所 つくば市役所 2F  

危機管理課 会議室 

調査人数 ・インタビュー：宮下、飯塚  

・記録：阿比留 

調査形式 質問票をもとにしたインタビュー形式 

回答者 つくば市役所 危機管理課 

課長補佐 登坂美彦様 

内容 

１．市の立てている防災計画の詳細 

地域防災計画により対応がなされるが、地域ごとの

明確な避難計画は存在しない。 

２．大学、民間との連携 

市-民間：東日本大震災時、相互の物資支援はなか

ったが三井ビル等８か所の民間施設で避難所が開

設された。 

市-大学：市民に避難所として大学施設を貸し出す

等の連携は実施されていない。 

３．地震発生時、筑波大生に求めること 

筑波大周辺は市の中でも平坦な土地で比較的被害

は小さいと想定。避難所は主に帰宅困難者が利用す

る→軽度の被害で避難所を利用することはやめて

ほしい。 

【結果と考察】 

・大学側では災害時学外にいる学生の受け入れは基本

的に考えていない 

つくば市においても避難所に帰宅困難者以外の人の

避難は控えてほしい 

→”地震時にアパートにいる大学生はどこに避難す

る？” 

・大学も市も災害時の物資支援のキャパシティが不透

明 

→”災害時の備蓄がない学生はどうする？” 

 

2-2.  アンケート調査 

 災害時における筑波大生の避難行動がどのような

ものなのかを知るために都市計画演習履修者を対象

にアンケートのプレ調査を実施した。  

【結果と考察】 

・図 1-1 から石の広場が１番多く第三エリア北側駐車

場が避難場所として選択されている。 

・図 1-2 の「全く知らなかった」を選択する人は石の

広場や図書館を選択する傾向があり、災害への意識が

低い人ほど日常で多く接する場所を選択する傾向が

あると考察できる。 

・図 1-３から駐車場を日常的に使う人が駐車場を避難

場所として選択する傾向があることがわかる。公共交

通機関を使う人は筑波大学のバス停と駐車場の距離

が近く、避難のイメージが容易であるためと考えられ

る。 

・図 1-４から「行ったことがある」「近い」「広い」が

避難所の選択動機であることがわかる。この要素を満

たす避難場所を学外にも提案することが有益である

と考えられる。 

・図 1-５から、３割以上の人が大学や市の避難所に避

難するという選択を取っているが、大学と市の想定に

反するため、改善が求められることが分かった。 

 

 

図 1-1 各避難場所の選択数 

 

図 1-2 避難場所を知っているかどうか 



 

図 1-3 交通手段と避難場所の関係 

 

図 1-4 避難場所の選択動機 

 図 1-5 在宅時の避難選択 

 

3. GIS による分析 

使用データ：Agoop ポイント型流動人口データ 

使用ツール：ArcGIS Pro 

 筑波大学内に滞在点のある ID を対象に、Agoop デ

ータを用いて筑波大学本学エリアの指定避難場所に

ポイントデータのある人数を推定した。それにより、

普段から馴染みのある避難場所を特定し、災害時の各

避難場所への移動が推定できるのではないかと考え

た。地図上位作成したポリゴンをもとに、その内部の

ポイントデータをカウントし、重複した ID の重複を

消去することでポリゴン内の人数を計測した。 

【結果と考察】 

・石の広場が２番目に番多い。（図 2-3） 

※１番多い中央図書館西側は自転車の通過量や面積

に対する通行量の問題がある。 

→“学生が普段利用している場所を把握できる” 

 
図 2-12 筑波大学周辺のポイント型流動人口データ

 
図 2-23 作成したポリゴン

 

図 2-3 各避難場所を通過する人数 

 

4. 最終発表へ向けて 

【これまでの調査で分かったこと】 

地震発生時、 

・一人暮らしをしている学生は避難所に行きづらい 

→学生間で情報や食料の共有が困難 

・帰宅困難者となりうる学生は避難所の利用のほかに

友人宅を利用する人が一定数いる 

→一人暮らしの学生にさらなる負荷がかかる 

・学生が普段利用している場所と避難に使われる場所

には少なからず相関がある 

→学外においても災害発生時に避難する場所が予測

できる 

＋学外に範囲を広げた場合、普段利用する場所以外に

も公園や未利用地が存在するため、活用可能（図３） 



【今後の方針】 

・アンケートの調査対象を拡大し、できるだけ偏りを

なくす 

・学外（春日、天久保等）で一人暮らしの学生が多い

地区を GIS で分析する 

+11/15 に大学で行われる避難訓練参加の促進、自治

体へのヒアリング調査 

→"学生の避難先として適した場所の提案" 

"情報共有や備蓄等の問題を主体的に解決できるよ

うな自治組織の設立" 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 実地調査で行った場所の例 

 

5. 参考文献、補足資料 

・診断結果–地震ハザードステーション 

https://www.j-

shis.bosai.go.jp/labs/karte/Y2023/5440103811/meshinfo.html 

・ 東 日 本 大 震 災 の 記 録 - つ く ば 市 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト

www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/4/kiroku.pdf 

・東日本大震災後の状況について–筑波大学 

https://www.tsukuba.ac.jp/images/pdf/risai_joukyou.pdf 

・防災に関する世論調査（令和４年９月調査）調査結果の概要-内閣府 

https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-bousai/2.html 

・防災倉庫設置場所-筑波大学 

5b109ec50b61a914471e3ae89535d10c.pdf (tsukuba.ac.jp) 

・震災時火災における避難場所及び避難道路等の指定東京都都市整備

局 

https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bosai/hinan/index.htm#proje

ct 

 

 

 

 

その他のアンケート結果 

 

 

実地調査結果（住区は略称表記） 

 公園 
駐 車

場 

その他

未利用

地 

つくば市

指定避難

所 

大学指定避

難所 

天１ 1 3 0 1 0 

天２ 1 4 0 0 3 

天３、4 2 3 0 0 7 

春１ 1 5 1 0 4 

春２ 2 5 4 1 0 

春３ 2 7 0 0 0 

春４ 3 4 5 0 0 

桜 3 9 0 0 0 

天王台 0 0 0 0 1 
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